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～むらやま農商工連携～　ふるさと産業フェア開催

市内の６次産業化情報は

「むらやまオブ ロック」にて

協議会公式Ｘ（旧ツイッター）
「むらやまオブ ロック」にて、村山市の
６次産業化情報や活動を発信中～♪
QR コードを読み込んでフォローしてね！

ID  @murayama_of_6 ID @588kywpoQRコードを
スマホでチェック！

ROCKな情報配信中！
そのほか他6 次産業化に関する情報は
「北村山農業技術普及課６次化支援LINE 」
を併せてチェック！

村山市の「６次産業化」を PR する季刊誌

MURAYAMA OFROCK!!!!!!
むらやまオブロック デザインリニューアル！！！
今年度、当協議会に入会したデザイナーのTKwork 大山裕貴さんの手により、むらやまオブロックのデザインがリニューアルしました。
むらやまオブ「Rock」をコンセプトにデザインしました。
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農商工情報交換会　～ マッチング オブ６《ロック》 ～　開催222
当協議会が主催する市産農産物の利用促進及び取引の拡大を目的とした
 「農商工情報交換会～マッチング オブ ６（ロック）～」が 11 月 3 日（金・祝）
甑葉プラザ内カフェ・アルドーレを会場に開催され、農業者及び商工業者合わ
せて10名が参加しました。グループ面談では、農業者は農産物を紹介するなど
してPR し、商工業者は商品等への使用の可能性を検討し、新たな商機を探っ
ていました。また、カフェ・アルドーレより「やわらか牛すじスイカカレー」 が提供
され、参加者は味わいながら、それぞれの情報を交換していました。

担当　T.T

担当　T.T

村山市の中心的な産業である農業・商業・工業を、地域住民の皆様に広く知ってもらうとともに、地域産業の活性化を図る
ことを目的とした「ふるさと産業フェア」が11月3日（金・祝）甑葉プラザ等を会場に開催しました。当協議会では、作業部会員
による「６次産業化商品の展示・販売」ブースを出店し、多くのお客様が足を運びました。ブースでは、リュテニツァやしそ
加工品等（巻き巻きや 伊藤保子さん（富並））、ふじ100％リンゴジュース（緒方彗生さん（大倉））、雪むろ秘伝豆納豆（楯岡
営農生産組合 大山拓也さん、土谷拓未さん（共に楯岡））を販売し、株式会社Rose Cheek(戸沢)はバラを使用した化粧品を
展示しました。その他に、当協議会公式X（旧ツイッター）をフォロー、ポストすると新米の雪若丸がもらえるプレゼントキャ
ンペーンや米粉クラッカー（お米のめぐみ穂たる）とリュテニツァの試食を行い、大変な賑わいを見せていました。



農産物加工技術研修会

おいしい山形商談会

第４回山形のうまいもの「ファインフードコンテスト」
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（村山市農林課６次産業係）
TEL：0237（55）2111（内線257）／FAX：0237（55）3728
E-Mail：nourin@city.murayama.lg.jp

山形県産の農林水産物を使用した、選りすぐりの加工食品を一堂に集めた山形のう
まいもの「ファインフードコンテスト」入賞商品試食会が、9月9日(土)、山形国際ホテ
ルで行われ、取材を兼ねて参加しました。
県産果物を使用した菓子類、米を加工したせんべいやアルコール飲料、米粉のパン
やケーキ、山形牛のハンバーグや天元豚のスモークウインナー等々。どれも美味しく、
アイデアや技術の高さに感心しました。
最優秀賞に選ばれたのは、庄内共同ファームの「にょっこ」という商品で、玄米粉を小
さなドーナツ形に加工したものです。冷凍食品で、そのまま揚げて砂糖をまぶせば
ドーナツになる。具材と一緒に汁物に入れても美味しい。玄米をとても扱いやすく
加工しており、とても魅力的でした。
パッケージは、ポテトチップスを思わせるような親しみやすいもので、値段もお手頃。
ちょっと試してみようか…使ってみようか…と手にとりやすい商品となっていました。

令和５年度第１回農産物加工技術研修会「食品冷凍と飲料加工」
６次産業化の推進や人材の発掘を目的として、10月19日（金）LinkMURAYAMA
を会場に「農産物加工技術研修会」を開催しました。講師には北村山農業技術
普及課の勝見直行さん（作業部会員）をお招きし、１1名が参加し、楽しく交流
しながら、食品冷凍や飲料加工について学びました。

食感の違いに驚き!
実習の冷凍方法の違いでは、村山市の重点作物でもある「スイカ・モモ」を
様々な方法で冷凍し、試食を行いました。冷凍の方法、冷凍温度による違い
で、食感（口当たりやみずみずしさ）に大きな差があり、参加者は驚いていま
した。スイカの果汁入り飲料の製造では、スイカの果汁入り飲料になるまで
は長い工程を経て商品になることや、スイカの飲料を飲む時の独特な青臭
さを軽減できる技術を学びながら、実際の飲料製造を体験しました。

■問合せ■編集班員

8月1日(火)にホテルメトロポリタン(東京都豊島区)で開催された「第25回おいしい
山形商談会」に、当協議会作業部会（お米のめぐみ穂たる 木村和也さん（西郷））が
参加しました。
会場では、県内の名だたる特産品や商品を持ち寄った20の事業者と団体が出展し、
関東圏を中心とするバイヤーや飲食業者が、個別商談に限らずブース前においても、
熱心に説明へ耳を傾けていました。
米粉需要の増加から、当ブースは興味を示していただく傾向が強く、個別商談や
フリーでの会話から、取引開始へとつながる成果が得られました。数少ない県外で
の商談会への出店を経験し、今後の事業に良い刺激となりました。

当商談会への参加をきっかけに農林水産省内の「あふ食堂」とマッチングが実現
し、米粉フランスパンを使ったコラボメニュー「てりやきチキンサンド」が同食堂
の開店1周年記念イベントに合わせ、期間限定で提供されました。

担当　K.Y

担当　I.Y

担当　K.K

勝見直行、折原めぐみ、大山拓也、
深瀬隆弘、木村和也、伊藤保子、
菊地裕之介、大山裕貴、西山元仁

PICK UP!!


